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Ⅰ 調査の概要  
 

 １ 調査目的 

本県独自の学力調査を実施することにより、児童生徒の学力の定着状 

況を把握・分析し、各学校における児童生徒への教育指導の充実や改善等

に役立てるとともに、県及び市町の教育施策の成果と課題を検証して学力

向上対策の一層の充実を図る。 

 

２ 調査実施期間・調査内容 

○令和８年４月２３日(木) 

・小学校調査（国語・算数：第５学年：４０分） 

・中学校調査（国語・数学：第２学年：４５分） 

 

３ 調査実施校数及び児童・生徒数 

（１） 調査実施校数 ４５９校（小学校２９１校、中学校１６８校） 

※ 公立小・中・義務教育学校、県立中学校、特別支援学校 

 

（２） 調査実施児童・生徒数 

      小学校第５学年  ９，９６６人 

      中学校第２学年  ９，８３２人 

 

令和８年度 長崎県学力調査結果の概要 
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Ⅱ 結果の概要  

１ 出題の考え方 

○ 学習指導要領が目指す学力像を示し、授業で身に付けさせたい資質・

能力に視点をあてたもの。 

○ 学習指導要領が求める基礎的・基本的な知識及び技能、思考力・判断

力・表現力等を問うもの。 

○ 学習指導要領の内容の定着状況を把握するとともに、過年度の課題を

検証する。 

○ 各教科の平均正答率の目標値（以下「目標値」とする）を６０％とす

る。 

 

２ 県全体（公立小・中・義務教育学校、県立中・特別支援学校）の平均正答率（％） 

 小学校 中学校 

第５学年 第２学年 第３学年 

国 語 算 数 国 語 数 学 英 語 

令和８年度 ４９.３ ６３.８ ５４.５ ４５.９  

令和７年度 ６０.１ ６７.０ ６３.１ ４９.８ ４８.８ 

令和６年度 ５７.８ ６８.６ ６２.１ ５７.４ ４１.４ 

令和５年度 ６９.４ ６９.７ ５９.８ ５３.５  

令和４年度 ６４.６ ６０.９ ５４.３ ５５.８ ５４.５ 

自  校      

○ 小学校においては、算数は目標値を上回った。国語は目標値に至らな

かった。 

○ 中学校においては、国語・数学ともに目標値に至らなかった。 
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３ 令和７年度重点課題の関連問題について 

 令和７年度重点課題 関連問題 
平均正答率（％） 

県 自校 

小 
学 
校 

国語 
複数の情報を整理して自分の考

えをまとめたり書き表し方を工

夫したりする 
２  二 26.6  

算数 

図形の性質を理解し、面積の求

め方を考える 
２（４） 59.1  

割合の意味や求め方を理解する 

４（１）① 36.9  

４（１）② 55.2  

中 
学 
校 

国語 
根拠を明確にして、自分の考え

を分かりやすく表現する 
１  四 37.1  

数学 

数学の用語の意味を正しく理解

する 

１（２） 29.7  

４（１） 42.3  

５（１） 34.2  

５（２） 50.7  

数学における事柄・事実、問題

解決の方法・手順や事柄が成り

立つ（または事柄について判断

した）理由を説明する 

６（２） 23.8  

７（２） 11.2  

８（２） 27.6  

９（２） 36.0  
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４ 授業改善に向けて【R8】 
  小学校国語 

叙述を根拠に想像する  関連問題 ３二（１）（Ｃ 読むこと） 

＜改善のポイント＞ 

「叙述をもとに心情を捉える」本問題の正答率は 22.4％、無答率は 14.0％でした。 

描かれた「場面の様子」などから登場人物の心情を想像する力に課題があると考えら

れます。加えて、「足がすくむ」という語句の意味理解が十分でなかったことも考えら

れます。 

指導に当たっては、登場人物の「行動」や「会話」だけでなく、「場面の様子」や「情

景描写」などにも着目させ、根拠を明らかにして心情を想像することが重要です。例え

ば、文章から想像した心情について、その根拠を話し合う活動は、叙述をもとに想像す

る力や複数の叙述を結び付けて心情を深く読み取る力の育成につながります。 

また、語彙を豊かにするために、文章中の語句の意味について適宜問い直したり、動

作化をさせたりすることも効果的です。 

＜自身の授業改善のポイント＞ 
☆正答率（%） 

 ３二（1） 

県 22.4 

市町  

自校  

 

 

（
中
略
） 
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☆正答率（%） 

 ２二 

県 26.6 

市町  

自校  

理由を明確にして、書き表し方を工夫する【条件に合わせて書く】 

  関連問題 ２二（Ｄ 書くこと） 

＜改善のポイント＞ 

本問題は、昨年度の重点課題に関連する問題です。「考えを支える理由や事例を適切

に書くことができるか」をみる本問題の正答率は 26.6％ でした。 

提示された条件に合わせて、考えの理由や事例となる情報を選択（判断）し適切に表

現する力に課題があると考えられます。 

指導に当たっては、書き手の意図が明確で、読み手にとって分かりやすい表現につい

て、子供が実感することが大切です。例えば、「考えのみ書かれた文章」と「考えとそ

の理由や事例が書かれた文章」を比較することによって、理由や事例の必要性を理解す

ることができます。そのことが、理由や事例を明確にしながら自分の考えや意見を表現

することにつながります。 

理由や事例を表現する際は、理由を示す言葉（～だからです。）を適切に用いること

を繰り返し確認することも大切です。 

＜自身の授業改善のポイント＞ 
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小学校算数 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （１）① （１）② 

県 36.9 55.2 

市町   

自校   

割合の意味や求め方を理解する  関連問題 ４（１）①② 

☆正答率（%） 
＜自身の授業改善のポイント＞ 

＜改善のポイント＞ 

本問題は、昨年度の重点課題に関する問題です。「もとにする量」を判断する①の正

答率は 36.9%、割合（何倍か）を求める式を書く②の正答率は 55.2%でした。過去の

同趣旨の問題と比べても正答率が低く、継続して改善が必要な内容です。 

「もとにする量を１とする」という割合の意味を十分理解できていないことや、図が

何を表しているのかを正しく捉えられていないことが要因として考えられます。 

指導に当たっては、「もとにする量を１としたときに、比べる量が何倍にあたるか」

という二つの量の関係を、常に場面と図、式を関係付けながら確認する習慣を身に付け

させることが重要です。その際、「ここを１とみればよい」と明示したり、「どちらをも

とにして考えればよいのか」と問い返したりしながら、問題場面の中から基準となる数

量を特定できるようにしていく必要があります。特に「１倍」は、問題文に明確に示さ

れないことが多いため、言葉（「～は…の何倍」など）と図を丁寧に結び付ける活動を、

低学年から系統的に積み重ねていくことが大切です。 

正答：① B ② 6÷４ 

同趣旨問題 
令和４年度 

正答率 64.2% 

令和７年度 

正答率 ①43.8% ②60.9% 
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 （１）③ 

県 33.3 

市町  

自校  

グラフの特徴を理解し、数値を読み取る  関連問題 ３（１）③ 

 

☆正答率（%） 
＜自身の授業改善のポイント＞ 

正答：４０こ 

＜改善のポイント＞ 

条件に対応するグラフの数値を正確に読み取り、必要な数値を求める本問題の正答

率は、全問題中最も低い 33.3%でした。 

２種類のグラフを組み合わせたグラフについては、過去の同趣旨問題と同様に正答

率が低く、どのグラフがどの軸や目盛りに対応しているのかを十分に捉えられておら

ず、数値を読み誤ってしまっていることに課題があると考えられます。 

指導に当たっては、日常生活や他教科等の学習と関連付け、目的に応じてデータを

集めて表やグラフに表したり、結果を分析したりする活動を充実させることが重要で

す。表やグラフを問題解決のために役立てる経験を積み重ねることで、そのよさを実

感し、進んで活用していこうとする態度を育むことができます。その際、自分で目盛

りの大きさを決めてグラフを作成したり、読み取ったことを伝え合ったりする活動を

取り入れることで、「どこに着目すればよいか」を意識させることが大切です。また、

目盛りを正確に読み取る技能や、「差」などの算数用語の理解についても、確実な定着

を図るため、意味を確かめながら繰り返し指導していくことが必要です。 

 

同趣旨問題 

正答率 ①69.6% ②25.5% 

平成３１年度 

令和２年度 

正答率 ①81.3% ②38.4% 
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 １四 

県 3７.１ 

市町  

自校  

根拠を明確にして書く 関連問題 １四 (B 書くこと) 

A 

中学校国語 

＜自身の授業改善のポイント＞ ☆正答率（%） 

＜改善のポイント＞ 

案内文の読み手に対し、根拠を明確にしながら自分の考えが伝わるように工夫して書

く力を問うこの設問は、正答率が 37.1%、無答率が 13.1％でした。 

複数の情報から自分の考えに沿った情報を選択したり、情報同士を適切に結び付けて

自分の表現に生かしたりするなど、根拠を明確にしながら自分の考えを書くことに課題

があると考えられます。 

指導に当たっては、表現をする際に考えだけを書かせるのではなく、「主張」とともに

「なぜ、そのように考えたのか」「どこから考えたのか」を記述するよう指導するなど、

自分の考えを根拠とともに組み立てる経験を繰り返すことが効果的です。また、書いた

文章は「主張」「理由」「根拠」に色分けをしたり、そのつながりを生徒同士で確認させ

たりする活動を取り入れることで、生徒が主張と根拠のつながりを意識するようになり、

物事を筋道立てて表現する力の育成につながります。 

8



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 ３二 

県 19.7 

市町  

自校  

☆正答率（%） ＜自身の授業改善のポイント＞ 

叙述を基に捉える 関連問題 ３二 （C 読むこと） 

＜改善のポイント＞ 

叙述を基に内容を捉え、指定された条件で抜き出すこの設問は、正答率が 19.7%と

全設問の中で最も低い結果でした。また、同様に叙述を基に内容を把握する３五（１）

ア～ウの問題は、無答率が 20％前後と高い結果でした。 

このことから、叙述に基づいて正確に書かれている内容を捉えたり、問いが求める内

容を本文中の具体的な叙述と結び付けたりすることに課題があると考えられます。 

指導に当たっては、文章を読む際に、内容を捉えるだけでなく、「原因」と「結果」

を矢印で結んだり、重要な情報を枠で囲んだりするような活動が効果的です。図に表す

ことで、内容を視覚的に捉えることができます。さらに、日頃から読み取りの学習をす

る際に、「なぜそれが根拠だと思うのか」を生徒同士で説明し合う活動を取り入れるこ

とも大切です。他者の考えや根拠を聞くことで、多様な見方があることに気付き、自己

の考えをより深めることができるようになるとともに、「文章の叙述」に基づいて理解

することができる力の育成につながります。 
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＜改善のポイント＞  

重点課題に関連する問題については、下表に示すように約３割から５割の正答率でした。特に、素

数を問う１(2) では正答率が29.7%にとどまりました。 

数学の用語の意味を正しく理解した上で、問題を解決していくことについては、継続した課題があ

ると考えられます。 

 指導に当たっては、学習する内容と関連した既習内容に触れる機会を、意図的かつ計画的に設定す

ることが大切です。例えば、３年生の関数の学習の際に、関連した１・２年生の既習事項を想起させ

る機会を作るという手立てが考えられます。その際、「１年生で○○を習ったね。」というような問い

かけではなく、今学んでいることと既習の事柄を比較して、共通点や相違点を見付けたり、関連付け

たりするといった、学年と学年の学びを「つなげる」ことを意識します。そうすることで、既習の知

識がつながり合い、より深い理解へとつながります。また、データの活用の学習では、データの傾向

を読み取ったり、それを説明したりする場面を仕組むことで、「相対度数」「最頻値」などの用語を正

しく用いる必要性が生まれます。このような経験を繰り返していくことで、用語の意味を理解し、正

しく使う力を身に付けさせることができるようになります。 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

                               

           

 

 

 １(2) 4(1) ５(1) 5(2) 

県 29.7 42.3 34.2 50.7 

市町     

自校     

中学校数学 

数学の用語の意味を正しく理解する    関連問題 １（２）、４（１）、５  

☆正答率（%） 

＜自身の授業改善のポイント＞ 

正答：2, 3, 5, 7 

正答：イ，ウ 

正答：22.5 分 

正答：0.15 
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＜改善のポイント＞  

 重点課題に関連した問題の正答率は下に示すとおりです。 

 ８（１）のグラフから必要な情報を読み取ることについては、正答率が67.8%でした。しかし（２）

のように、読み取った情報をどのように処理していけばよいか、という課題解決の方法を適切な言葉で

説明することには課題があると考えられます。また、（２）は式・グラフのどちらの方法を用いるにして

も、「距離と運賃の関係を比例とみなす」ことが解決の第一歩ですが、無答率が34.6%であったことか

ら、この段階でつまずいた生徒もいたと考えられます。 

 指導に当たっては、説明する場面において数学用語を使った表現を意識させることはもちろんです

が、「どのような方法があるか」「何から進めていけばよいか」など、「解決の見通しをもたせる」ことも

大切です。例えば、本問を授業で扱う際は、表やグラフなど、問題の中にある情報に着目させ、まず距

離と運賃の関係について確認します。この押さえをすることにより、生徒の思考が比例の式やグラフへ

とつながって、問題の解決に結び付きます。また、ここで生徒に比例をはじめ関数に関する学びを想起

させることで、言葉の意味理解を確実にすることにもつながります。 

あわせて、説明する活動においては、「事柄・事実、方法・手順、理由」など、何を説明すればよいの

かを明確にした指示をすることも心がけたいポイントです。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6(2) 7(2) 8(2) ９(2) 

県 23.8 11.2 27.6 36.0 

市町     

自校     

☆正答率（%） 

 

 

 

 

数学における問題解決の方法を説明する   

                関連問題 ６（２）７（２）８（２）９（２） 

＜自身の授業改善のポイント＞ 

正答：イ    

正答例： 

○点 A から点 E をもとに、直線のグラフを書き、 
 𝑥座標が７の時の𝑦座標を読む。 

○直線は原点を通るので𝑦 = 𝑎𝑥に点 B の𝑥座標、   

 𝑦座標を代入し、𝑎の値を求め、その式に𝑥＝７  

 を代入し𝑦の値を求める。 
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５　各教科の設問別正答率
＜小学校国語＞

大問 設問の概要 出題の趣旨

【話し合いの様子】の一部におけ
る、小田さんの発言　　　部アの意
図として、適切なものを選択する

集めた情報が、インタビューの目的に合って
いるかどうかをたしかめる

【話し合いの記録】におけるふせん
の整理の仕方として、適切なものを
選択する

複数の情報を観点を明確にして分類し、整理
する

(1)
【インタビューの様子の一部】にお
ける、原口さんの発言　　　部イの
意図として、適切なものを選択する

自分が聞きたいことの中心を明確にして、知
りたいことを質問する

(2)
【原口さんのふり返り】の　　　に
適切でないものを選択する

話の中心や話す場面を意識して言葉の抑揚や
強弱、間の取り方などを工夫する

(1)
【調べたこと】をまとめるくふうと
して適切なものを選択する

集めた材料を比較し、伝えたいことを明確に
する

(2)
【調べたこと】から【考えたこと】
を書く際に注目したこととして、適
切なものを選択する

書く内容の中心を明確にし、文章の構成を考
える

【報告する文章】の　　　部に、考
えの理由を記述する

理由を明確にして、書き表し方を工夫する

(1)
漢字を書く
ア　べんり

(2)
漢字を書く
ウ　じょうず

(3)
正しい送り仮名を選択する
イ　改めて

(1)
【物語】の中の　　　部アで
「きゅっと」がくわしくしている言
葉として適切なものを選択する

文の中における修飾と被修飾との関係を捉え
る

(2)
【物語】の中の　　　部イで、「そ
めました」の主語として適切なもの
を選択する

文の中における主語と述語との関係を捉える

(1)
【話し合いの様子】の　　　に入る
言葉を本文中から想像しながら書く

(2)
【話し合いの様子】の　　　に入る
言葉を本文中から想像し、適切なも
のを選択する

「トッコ」の気持ちが変化した出来
事について、叙述を基に具体的に想
像して書く

登場人物の気持ちが変化した理由を、叙述を
基に捉える

１

２

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の
中で正しく書く

三

二

一

一

二

三

二

※端数処理により合計が100%にならない場合があります

小問

３

登場人物の気持ちについて叙述を根拠にする
ことで、具体的に思い描くことができる

正答率・誤答率・無答率(%)

三

一

Ａ

①

②

58.4

53.0

45.6

61.4

60.6

72.7

26.6

51.7

74.1

80.5

47.0

31.3

22.4

45.6

8.8

40.9 

46.2 

53.5 

37.7 

38.3 

25.9 

67.1 

39.9 

16.5 

17.4 

50.5 

66.0 

63.6 

45.3 

72.3 

0.7 

0.8 

0.9 

0.9 

1.1 

1.4 

6.3 

8.3 

9.4 

2.0 

2.5 

2.7 

14.0 

9.1 

18.9 

12



大問 設問の概要 出題の趣旨 

はじめに持っていたおかしの数、あげた
数、残りの数の関係を表した図を選ぶ

問題場面の数量の関係を捉え、図を選ぶこと
ができるかどうかをみる

問題場面の数量の関係を捉え、はじめに
持っていたおかしの数を書く

問題場面の数量の関係を捉え、計算して答え
を求めることができるかどうかをみる

家から２０分かかる位置にある駅に９時
１０分に到着したいとき、家を出発する時
刻を書く

条件に合う時刻を求めることができるかどう
かをみる

10/５－７/５の計算の仕方を書く
単位分数の個数に着目して、同分母の分数の
減法の計算の仕方を記述できるかどうかをみ
る

ア

イ

半径５㎝の円が４枚ぴったり入る長方形の
紙の縦の長さを書く

円の半径の長さと長方形の紙の縦の長さの関
係を捉え、長方形の紙の縦の長さを求めるこ
とができるかどうかをみる

方眼上の6つの図形の中から、台形を選ぶ
台形の意味や性質について理解しているかど
うかをみる

ひし形の頂点として適切な位置を選ぶ
ひし形の意味や性質について理解しているか
どうかをみる

L字型の図形の面積を求める式として適切
なものを選ぶ

長方形を組み合わせた図形について、示され
た面積の求め方を解釈し、その求め方に基づ
いて立式することができるかどうかをみる

①
１本のひもを「切る回数」と「できるひも
の数」の関係を表した文の、アとイに当て
はまる言葉を選ぶ

数量関係に着目し、「切る回数」と「できる
ひもの数」の関係を説明することができるか
どうかをみる

②
１本のひもを「切る回数」と「できるひも
の数」の関係について、○と□を用いて表
した式のうち、正しい式を２つ選ぶ

数量関係に着目し、○と□を用いて、その関
係を式に表すことができるかどうかをみる

③
ひもを１０本作るためにはひもを何回切る
とよいかを書く

「切る回数」と「できるひもの数」の関係に
おける規則性を適用して、求めたい数量を求
めることができるかどうかをみる

①
棒グラフと折れ線グラフを組み合わせたグ
ラフから、８月の気温を読み取って書く

折れ線グラフの特徴を理解し、必要な数値を
読み取ることができるかどうかをみる

②
棒グラフと折れ線グラフを組み合わせたグ
ラフから、棒グラフの１めもりが表す大き
さを読み取って書く

棒グラフの特徴を理解し、必要な数値を読み
取ることができるかどうかをみる

③
棒グラフと折れ線グラフを組み合わせたグラフ
から、気温が一番高い月と低い月のアイスク
リームが売れた数を読み取り、その差を書く

折れ線グラフと棒グラフを組み合わせたグラ
フの特徴を理解し、必要な数値を読み取り、
その差を求めることができるかどうかをみる

① 二次元表の中のアに当てはまる数を書く

②
二次元表の中のイに当てはまる数が表す意
味を選ぶ

①
Aの畑でとれたさつまいもの重さと、Bの畑で
とれたさつまいもの重さの関係について表した
図から、もとにする量はどちらかを選ぶ

基準量、比較量を捉え、数量の関係を図を用
いて適切に表現することができるかどうかを
みる

②
Aの畑でとれたさつまいもの重さは、Bの
畑でとれたさつまいもの重さの何倍かを求
める式を書く

示された場面を基にして、倍の求め方を記述
できるかどうかをみる

式

答

①

②

＜小学校算数＞

小問 正答率・誤答率・無答率(%)

1

(１)

(２)

(３)

(４)

(５) 数直線上に示された数を分数で書く
数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単
位分数の幾つ分として捉えることができるか
どうかをみる

2

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

※端数処理により合計が100%にならない場合があります

４.５ｍのリボンの長さを５等分するときの
計算の仕方を基に、3.45ｍのリボンの長
さを５等分するときの計算の仕方を書く

数を構成する単位に着目して、小数÷整数の
計算の仕方を書くことができるかどうかをみ
る

3

(１)

(２)
二次元の表からデータを適切に読み取ること
ができるかどうかをみる

4

(１)

(２)
１台に４人ずつ座ることができるテーブル
に３０人が座るとき、必要なテーブルの台
数を求める式と答えを書く

除法の結果について、日常生活の場面に即し
て判断することができるかどうかをみる

(３)

89.3 

91.6 

87.5 

56.7 

48.6 

42.7 

53.4 

77.2 

62.8 

59.1 

77.7 

58.8 

83.3 

72.3 

54.1 

33.3 

88.8 

49.5 

36.9 

55.2 

70.8 

65.6 

70.1 

45.5 

10.0 

7.9 

11.9 

38.1 

46.0 

51.7 

45.5 

22.0 

35.9 

39.2 

20.3 

39.2 

14.5 

26.2 

44.0 

64.2 

8.3 

47.7 

57.1 

38.3 

23.1 

28.2 

24.3 

47.6 

0.8 

0.5 

0.6 

5.2 

5.5 

5.6 

1.0 

0.8 

1.3 

1.7 

2.0 

2.0 

2.2 

1.5 

2.0 

2.5 

2.9 

2.9 

6.0 

6.5 

6.2 

6.2 

5.6 

6.8 

13



大問 設問の概要 出題の趣旨

適切な接続する語句を選択する
文脈を捉え、接続する語句として適切
なものを選ぶ

漢字を書く（ショウタイ） 文脈に即して漢字を正しく書く

案内文の中の情報について、示
す位置を変えた意図を説明した
ものとして適切なものを選択す
る

書く内容の中心が明確になるように、
内容のまとまりを意識して文章の構成
や展開を考える

案内文の読み手に向けて、今年
の平和学習発表会の工夫につい
て伝える文章を書く

自分の考えが伝わる文章になるよう
に、根拠を明確にして書く

スピーチをするときの工夫とし
て適切なものを選択する

スピーチをするときの工夫を理解して
いる

聞き手の反応に応じた発言の意
図として適切なものを選択する

情報と情報の関係について理解してい
る

論の展開に対する発言の意図と
して適切なものを選択する

話題や展開を的確に捉え、自分の考え
を伝える

他者の発言と結び付けた自分の
考えを書く

話し合いの内容を捉え、自分の考えを
まとめる

「みじんもない」の意味を選択
する

語句の意味を捉える

叙述を基に構造を適切に捉える 叙述を基に捉える

漢字を書く（ココロガマえ） 文脈に即して漢字を正しく書く

漢字を書く（センネン） 文脈に即して漢字を正しく書く

漢字を読む（情けない） 文脈に即して漢字を正しく読む

文の成分を選択する 文の成分を捉える

ア

イ

ウ

文章の構成や展開について、根
拠を明確にして合うものを選択
する

文章の流れを捉え、その展開を把握す
る

2

3

(1)

＜中学校国語＞

小問 正答率・誤答率・無答率(%)

一

二

二

要旨を捉える
キーワードに留意して、正確に要旨を
捉える

四

三

一

(2)

五

1

一

二

三

四

※端数処理により合計が100%にならない場合があります

三

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

四

92.8 

37.8 

44.8 

37.1 

77.6 

86.1 

22.6 

50.6 

73.6 

19.7 

43.3 

26.6 

93.4 

56.6 

60.7 

57.0 

58.3 

42.7 

7.1 

44.6 

54.4 

49.8 

21.9 

13.3 

76.3 

36.5 

25.9 

71.2 

44.1 

47.9 

4.8 

42.2 

22.6 

19.8 

20.6 

54.0 

0.1 

17.6 

0.8 

13.1 

0.5 

0.7 

1.1 

12.9 

0.5 

9.1 

12.6 

25.5 

1.8 

1.2 

16.7 

23.2 

21.2 

3.3 
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大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

(1) ６÷２×(－３)を計算する 四則計算ができる

(2)
与えられた９個の整数の中から素数を選
び出す

素数の意味を理解している

(1) 一元一次方程式 6x-3=2x+5 を解く 一元一次方程式を解くことができる

(2) 数量関係を不等式を用いて表す
数量関係を理解し、不等式で表すこ
とができる

(1)
正三角形を、点Ｏを中心として時計回り
に回転移動させた時の回転角度を求める

回転移動について理解している

(2)
直方体において、辺BFとねじれの位置
にある辺を選ぶ

空間における直線と直線の位置関係
について理解している

(1) ｙがｘの関数となるものを選ぶ 関数の意味を理解している

(2)
与えられた比例のグラフについて、yをx
の式で表す

比例のグラフを式に表すことができ
る

(1)
平均通学時間の記録をまとめた度数分布
表から、最頻値を求める

度数分布表から、最頻値を求めるこ
とができる

(2)
平均通学時間の記録をまとめた度数分布
表から、３０分以上３５分未満の階級の
相対度数を求める

度数分布表から、ある階級の相対度
数を求めることができる

(1)
碁石を並べて１辺が５個の正三角形の形
を作るときに必要な碁石の数を求める

問題場面における考察の対象を明確
に捉えることができる

(2)
碁石を並べて１辺がn個の正三角形の形
を作るときに必要な碁石の数の求め方を
説明する

与えられた説明を参考に、問題解決
の方法を数学的に説明することがで
きる

(1)
△ABCにおいて辺BCの垂直二等分線に
ついて正しく述べられていないものを選
ぶ

垂直二等分線の性質を理解している

(2)
作図によってスタジアムの建設予定地を
求めることができる理由について説明す
る

条件をもとに、問題解決の理由を数
学的に説明することができる

(1)
停留所Aからの走行距離と運賃の関係を
表すグラフの何を読み取ればCとDの間
の走行距離が分かるかを選ぶ

事象に即して、グラフから必要な情
報を読み取ることができる

(2)
停留所Aから7.0㎞地点につくられる新
しいバスの停留所までの運賃がおよそ何
円になるかを求める方法を説明する

事象を数学的に解釈し、問題解決の
方法を数学的に説明することができ
る

(1)
2つの中学校におけるスマートフォン利
用時間を比べる際に、相対度数を用いる
理由を答える

相対度数の必要性と意味を理解して
いる

(2)
平均値が等しい2つのデータを比較し、
2つのデータの傾向の違いを度数分布多
角形をもとに説明する

度数分布多角形の特徴を的確に捉
え、判断の理由を数学的な表現を用
いて説明することができる

※端数処理により合計が100%にならない場合があります

9

＜中学校数学＞

正答率・誤答率・無答率(%)

1

2

3

4

5

6

7

8

73.3 

29.7 

73.5 

40.1 

42.8 

70.1 

42.3 

41.0 

34.2 

50.7 

46.5 

23.8 

79.9 

11.2 

67.8 

27.6 

36.6 

36.0 

25.2 

67.5 

22.7 

50.8 

55.1 

29.5 

56.5 

47.8 

60.1 

40.0 

50.3 

62.9 

19.0 

67.8 

30.1 

37.8 

53.0 

35.5 

1.5 

2.8 

3.8 

9.1 

2.1 

0.4 

1.2 

11.3 

5.7 

9.2 

3.2 

13.2 

1.0 

21.0 

2.1 

34.6 

10.3 

28.5 
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６　各市町の状況

校種

教科 国語 算数 国語 数学

長崎市 + +

佐世保市

島原市 + +

諫早市 +

大村市 + + +

平戸市 +

松浦市 +

対馬市

壱岐市 + +

五島市 + +

西海市 +

雲仙市 + + + +

南島原市 + +

長与町 + + + +

時津町 + + + +

東彼杵町 + +

川棚町

波佐見町 + +

小値賀町 +

佐々町

新上五島町 + +

（県平均正答率以上の場合「＋」表示）

　※県立中・特別支援学校を除く

小学校 中学校
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